
                     

八
号
棟
南
側
の
樹
木
が
、
百
本
近
く

伐
採
さ
れ
ま
し
た
！ 

 

六
月
十
九
日
、
八
号
棟
南
側
の
、
向
か
い

の
ア
パ
ー
ト
と
の
目
隠
し
を
兼
ね
た
樹
木
約

百
本
が
、
根
元
か
ら
伐
採
さ
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
団
地
自
治
会
に
は
一
言
の
連
絡
も
な

く
、「
樹
木
伐
採
・
剪
定
工
事
の
お
知
ら
せ
と

お
願
い
」
が
掲
示
板
に
張
り
出
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
被
害
は
こ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ

ん
。
八
号
棟
西
側
の
樹
木
七
十
二
本
は
、
一
、

ニ
ｍ
の
高
さ
で
切
り
取
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

自
治
会
事
務
局
長
が
城
北
住
ま
い
セ
ン
タ

ー
と
連
絡
を
取
り
抗
議
す
る
と
、「
樹
木
が
伸

び
す
ぎ
、
こ
れ
以
上
伸
び
る
と
足
場
も
必
要

に
な
る
の
で
、
担
当
者
の
判
断
で
伐
採
し
た
」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。 

六
月
二
十
二
日
、
改
め
て
担
当
者
か
ら
事

務
局
長
に
電
話
が
入
り
、
根
元
か
ら
切
っ
た

の
は
行
き
過
ぎ
で
、
十
月
ご
ろ
、
ま
た
目
隠

し
用
の
植
栽
を
Ｕ
Ｒ
負
担
で
実
施
す
る
と
回

答
が
あ
り
ま
し
た
。
同
時
に
自
治
会
に
事
前

の
相
談
も
な
く
、
居
住
者
の
住
生
活
に
重
大

な
影
響
を
与
え
る
行
為
を
乱
暴
に
行
っ
た
経

緯
を
文
章
に
し
て
自
治
会
に
報
告
す
る
よ
う

求
め
て
い
ま
す
。 

一
方
事
務
局
長
は
、
Ｕ
Ｒ
本
社
へ
も
連
絡

を
入
れ
、
Ｕ
Ｒ
東
日
本
賃
貸
住
宅
本
部
の
担

当
者
は
、「
住
環
境
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

入
居
の
際
の
判
断
基
準
に
も
な
る
植
栽
を
百

本
近
く
も
伐
採
す
る
の
は
問
題
だ
」
と
指
摘

し
て
い
ま
す
。 

 

外
壁
修
理
・
塗
装
の
工
事
が
は
じ
ま

り
ま
し
た
！ 

騒
音
も
あ
り
、
ベ
ラ
ン
ダ
に
検
査
の

た
め
作
業
に
入
っ
て
き
ま
す
が
、
工
事

用
掲
示
板
を
毎
日
ご
覧
く
だ
さ
い
！ 

 

外
壁
の
補
修
と
塗
装
工
事
が
一
気
に
進
み

始
め
、
作
業
用
の
足
場
が
組
ま
れ
て
、
作
業

が
錯
綜
し
て
い
ま
す
。
日
常
生
活
が
続
く
わ

け
で
す
か
ら
、
洗
濯
物
や
騒
音
な
ど
支
障
を

き
た
す
場
合
は
工
事
用
掲
示
板
に
事
前
に
張

り
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
毎
日
の
こ
と
で
す
か

ら
よ
く
ご
覧
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
い
ず
れ

に
し
て
も
疑
問
点
や
要
望
に
つ
い
て
は
、
当

面
、
一―

一
〇
一
が
事
務
所
に
な
っ
て
い
ま

す
が
五
八
七
六―

三
一
三
〇
、
中
外
商
工
株

式
会
社 

中
山
祐
一
様(

非
表
示)

ま
で
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
自
治
会
を
通
じ
て

伝
え
た
い
方
は
、
相
田
会
長(

非
表
示)

、
も

し
く
は
香
川
事
務
局
長
（
非
表
示
）
ま
で
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

今
後
の
自
治
会
行
事
に
つ
い
て
！ 

  

い
つ
も
自
治
会
や
自
治
会
行
事
に
ご
協
力

い
た
だ
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

八
月
二
十
二
日(

土)

開
催
予
定
の
第
十
七

回
金
町
第
一
団
地
夏
祭
り
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で

自
治
会
と
し
て
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
の
で
中

止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

夏
祭
り
以
降
の
行
事
に
つ
い
て
は
、
六
月

の
役
員
会
が
開
催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
七
月
の
役
員
会
で
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。 

九
月
十
三
日(

日)

防
災
訓
練 

九
月
十
九
日(

土)

敬
老
の
集
い 

十
二
月
十
三
日(

日)

餅
つ
き
交
流
会 

十
二
月
二
十
八
日(

月)

～
二
十
九
日(

火) 

 
 

 
 

 
 

 

年
末
パ
ト
ロ
ー
ル 
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コ
ロ
ナ
が
一
時
も
早
く
収
束
し
て
、
普
段

の
日
常
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を
願
う
ば
か
り

で
す
。 

 

引
き
続
き
自
治
会
に
対
す
る
ご
支
援
、
ご

理
解
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。 

 

全
国
自
治
協
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル

ス
禍
に
対
応
す
る
家
賃
減
免
の
緊
急
要

請
を
都
市
再
生
機
構
に
提
出
！ 

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
予
防
た
め
、

三
月
の
機
構
本
社
と
の
定
例
懇
談
会
が
中
止

と
な
っ
た
こ
と
を
は
じ
め
、
連
携
研
究
会
な

ど
様
々
な
打
ち
合
わ
せ
や
会
議
が
中
止
と
な

る
状
況
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
国
会
要
請
や
国

会
院
内
集
会
な
ど
も
想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

延
期
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染

拡
大
の
影
響
で
収
入
が
減
り
家
賃
支
払
い
が

困
難
と
な
る
世
帯
が
出
て
き
て
お
り
、
今
後

も
そ
の
影
響
が
拡
大
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、
ニ
〇
二
〇
年
四
月
九
日
、
全

国
幹
事
会
と
し
て
都
市
機
構
理
事
長
宛
に

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍
に
対
応
す
る
家

賃
減
免
に
関
す
る
緊
急
要
請
書
」
を
送
付
し

ま
し
た
。
併
せ
て
国
土
交
通
省
住
宅
局
長
、

国
会
各
政
党
の
議
連
代
表
等
に
も
理
解
を
求

め
て
送
付
し
ま
し
た
。 

 

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構 

 

理
事
長 

中
島
正
弘
様 

 
 

 
 

二
〇
二
〇
年
四
月
九
日 

 
 

全
国
公
団
住
宅
自
治
会
協
議
会
幹
事
会 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
禍
に
対
応
す
る
家
賃

減
免
に
関
す
る
緊
急
要
請 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
症
拡
大
に

伴
い
安
倍
晋
三
首
相
は
四
月
七
日
、
そ
の
抑

止
の
た
め
の
「
緊
急
事
態
宣
言
」
を
発
出
し
、

最
大
限
の
外
出
自
粛
、
施
設
利
用
停
止
、
閉

店
・
休
業
等
を
要
請
し
ま
し
た
。 

 

感
染
症
拡
大
抑
止
の
た
め
こ
の
要
請
に
応

え
な
が
ら
も
、
と
く
に
働
い
て
い
る
人
た
ち
、

営
業
し
て
い
つ
人
た
ち
は
雇
用
と
営
業
に
不

安
を
深
め
て
い
ま
す
。
す
で
に
収
入
激
減
の

嘆
き
が
聞
か
れ
ま
す
。
政
府
の
緊
急
経
済
対

策
に
よ
る
補
償
が
期
待
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の

実
効
は
当
面
未
知
数
で
す
。 

 

わ
た
し
た
ち
借
家
人
に
と
っ
て
さ
し
あ
た

っ
て
の
困
窮
は
、
収
入
激
減
の
中
で
の
月
々

の
家
計
固
定
費
の
支
払
い
で
あ
り
、
そ
の
最

も
多
額
の
費
目
は
家
賃
で
す
。
団
地
の
自
治

会
に
も
、
居
住
者
か
ら
家
賃
支
払
い
に
つ
い

て
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

収
入
源
は
当
面
不
可
避
に
し
て
も
、
恒
常

的
な
家
計
支
出
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

生
活
破
綻
は
免
れ
ま
す
。
当
該
居
住
者
に
対

す
る
家
賃
免
除
措
置
の
実
施
を
緊
急
要
請
す

る
次
第
で
す
。 

 

都
市
機
構
法
二
十
五
条
四
項
は
「
既
定
の

家
賃
支
払
い
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
者
」
と

と
も
に
「
災
害
そ
の
他
の
特
別
の
事
由
が
生

じ
た
場
合
」
減
免
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規

定
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ

ル
ス
禍
は
ま
さ
に
こ
の
条
項
に
該
当
し
ま
す
。

政
府
の
責
任
で
都
市
機
構
が
実
施
す
べ
き
も

の
と
考
え
ま
す
。 

 
上
記
に
つ
き
ご
検
討
い
た
だ
き
、
直
ち
に

実
施
さ
れ
る
よ
う
要
請
し
ま
す
。 

以
上 

  

編
集
後
記 

 

極
め
て
乱
暴
な
手
法
で
、
八
号
棟
南
側
の

目
隠
し
用
植
え
込
み
百
本
近
く
が
、
根
元
か

ら
切
り
倒
さ
れ
た
。
同
様
に
、
そ
こ
の
居
住

者
を
代
表
す
る
形
で
組
織
さ
れ
て
い
る
自
治

会
に
、
連
絡
さ
え
行
わ
れ
ず
実
施
さ
れ
た
の

は
、
住
ま
い
セ
ン
タ
ー
の
良
識
を
大
き
く
損

な
わ
れ
る
も
の
だ
。
同
時
に
金
町
第
一
団
地

の
大
家
な
の
で
す
か
ら
、
も
う
少
し
気
持
ち

に
余
裕
を
も
っ
て
接
し
て
ほ
し
い
も
の
だ
。 

 

外
壁
の
補
修
と
塗
装
工
事
が
一
気
に
進
み

始
め
た
。
作
業
用
の
足
場
が
組
ま
れ
て
、
作

業
が
錯
綜
し
て
い
ま
す
が
、
気
に
な
る
こ
と

は
自
治
会
に
で
も
、
管
理
事
務
所
に
で
も
発

信
し
て
く
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

 

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
な
ど
で
、
当
初
の

工
事
日
程
よ
り
は
大
幅
に
遅
れ
て
い
ま
す
が
、 

年
内
に
は
終
了
し
、
新
た
な
気
分
で
新
年
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
励
み
に
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。 

  


